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                             平成 23年８月 15日 

各   位 

会 社 名 : 株式会社レッグス 

代 表 者 名 : 代表取締役社長 内川 淳一郎 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 4286） 

問 合 せ 先 : 取締役兼執行役員経営企画担当 高木 一芳 

電 話 : 03-3408-3090 

 

特定子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社連結子会社である株式会社プロコミットの

全株式を譲渡することを決議いたしました。これにより株式会社プロコミットは当社の特

定子会社から異動しますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．株式譲渡の理由 

当社は、平成17年より、株式会社プロコミットをグループシナジーを高める方針の基に

連結子会社としてまいりましたが、当社にとっては事業の集中と選択のため、一方株式会

社プロコミットにとっては当社グループの枠にとらわれない更なる競争力の強化と企業価

値向上のために、当該グループ関係を解消することといたしました。 

 

２．株式譲渡の方法 

株式の譲渡先となる株式会社プロコミットは、平成23年10月４日開催予定の同社臨時株

主総会において、会社法第156 条の規定に基づき、当社から総額38,800千円を限度額とす

る自己株式の買取りについて決議を行う予定です。 

 

３．異動する子会社の概要 

（1） 商号 株式会社プロコミット 

（2） 本店所在地 東京都港区北青山一丁目 2番 6号 

（3） 代表者の役職・氏名  代表取締役 清水 隆史 

（4） 事業内容  成長企業向けの経営幹部候補紹介をメインとした人材紹

介 

（5） 資本金の額  40,000 千円 

（6） 設立年月日  平成 17年１月 21日 

（7） 大株主及び持ち株比率  株式会社レッグス 776 株 97.00％ 
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当社と当該会社との 

関係等  

資本関係  連結子会社（保有比率：97.00％）であり

ます。  

  人的関係  当社の代表取締役である内川淳一郎が取

締役、監査役南郷志が監査役を兼務してお

りましたが、平成23年８月 15日に退任い

たしました。  

  取引関係  当社と当該会社との間には、記載すべき取

引関係はありません。  

（8） 

  関連当事者へ

の該当状況   

当社と当該会社との間には、記載すべき該

当状況はありません。  

当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態  

 平成20年12月期 平成21年12月期 平成 22年 12 月期 

純資産 35,803 千円 33,659千円 38,393千円 

総資産 46,684 千円 45,812 千円 50,754 千円 

１株当たり純資産 44,754 円 06 銭 42,073 円 99 銭 47,991 円 47 銭 

売上高 124,079 千円 113,715 千円 112,973 千円 

営業利益または営業損失

（△） 

4,575千円 △1,455 千円 5,522千円 

経常利益または経常損失

（△） 

4,640千円 △1,439 千円 5,632 千円 

当期純利益または当期純

損失（△） 

4,460千円 △2,144 千円 4,733 千円 

１株当たり当期純利益ま

たは当期純損失 

5,575 円 85 銭 △2,680 円 08 銭 5,917 円 48 銭 

（9） 

  

１株当たり配当金 - - - 

 

４．株式譲渡の相手先の概要 

上記「３．異動する子会社の概要」と同様です。 

 

５．譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡前後の議決権を有する所有株式の状況 

776 株  

（議決権の数：776個）  

（1） 異動前の所有株式数  

（所有割合 ：97.00％）  

776 株  

（議決権の数：776個）  

（2） 譲渡予定株式数  

（所有割合 ：97.00％）  
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（3） 譲渡予定価格  38,800 千円  

（譲渡価額は第三者機関に依頼し、修正簿価純資産法、DCF 法を用

いて算定した分析結果を総合的に勘案して決定いたしました。） 

0 株  

（議決権の数：0個）  

（4） 異動後の予定所有株式数  

（所有割合 ：0）  

 

６．日 程 

(１) 取締役会決議 平成23年8月15日 

(２) 株式譲渡予定日 平成23年10月４日 

 

７．異動年月日 

平成23年10月４日（予定） 

 

８．今後の見通し 

当該子会社の異動が、当社の今期連結業績見通しに与える影響は軽微であります。 

以上 


